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1. 編修の基本方針
・編修にさいしては，教育基本法第2条の各目的の実現に資する題材を選定し，科目の特性と調和をとりつつ，各目的がこの教科書を通して無理なく達成できるように心がけた。
・生徒が主体的に考え，職業と普段の生活との関連性などについて理解を深めることができるよう，生徒にとって身近な例や問いかけなどを本文内に取り入れることを方針として著述した。特に，キャラクターの「考えてみよう！」による問いかけでは，生徒が身近なものや普段の生活を思い返し，それらと学習内容を結び付けて考えることができるような内容になるよう心がけた。


2. 対照表

	図書の構成・内容
	特に意を用いた点や特色
	該当箇所

	口絵ⅰ～ⅶ
	・口絵ⅰ「ビジネスの学習」で，商業の学習により経済社会の発展を担う職業人としてさまざまな仕事に取り組むことや，商業科のそれぞれの科目と職業との関係を示した（第二号）。
・口絵ⅳ「環境問題・エネルギー問題とビジネス」で，環境問題と新エネルギーの開発，従来型エネルギーの新利用形態について著述し，低炭素社会をめざしたビジネスの重要性を著述した（第四号）。
・口絵ⅵ「為替相場の変動とビジネス」で，外貨両替レートの表示，海外に輸出される中古車，国産自動車メーカーのイギリス工場，中国北京の日本の小売業について取り扱い，国際社会の平和と発展の理解につながるように配慮した（第五号）。
	・口絵ⅰ
・口絵ⅳ
・口絵ⅵ


	第1章
「商業の学習とビジネス」
	・｢商業の学習で身につけたい力｣として，ビジネスの課題をみずから探求し，他者とコミュニケージョンをとりともに働きながら経済社会の発展に貢献していくことについて著述した（第三号）。
・「商業の学び方」として，みずから興味をもって主体的に知識や技術を身につけることや，地域社会での体験的な学習をとおして主体性や創造力，他者と協働していく力などを養うことについて著述した（第一号，第三号）。
・働くことの意義や職業と生活，商業の学習との関連性について著述した（第二号）。
・消費者のニーズが精神的な満足や地球環境を守ることにあることを著述した（第四号）。
・｢ビジネスと企業の社会的責任｣として，環境への配慮や人権の尊重，コンプライアンスの徹底などをとおして商品やサービスの価値を向上させ，社会に貢献することについて著述した（第三号）。
・それぞれの国の文化や歴史，慣習を尊重し，国際的な理解のうえに立ったビジネスが必要なことを記述した（第五号）。
・地球環境問題とビジネスについて，環境ビジネス(エコビジネス)，廃棄物の発生抑制・再使用・再資源化・再生可能エネルギーなどの観点から著述した（第四号）。

	・3ページ5行目～17行目
・4～5ページ




・6～7ページ
・8ページ5行目～7行目
・8～9ページ
・13ページ1行目～2行目
・16ページ12行目～17ページ


	第2章
「ビジネスに対する心構え」
	・ビジネスにおいて必要とされる倫理観，責任感や，ビジネスをとおして社会に貢献する意識などについて著述した（第三号）。
・ホスピタリティについて説明し，ビジネスの諸活動をとおして社会全体の経済発展に寄与しようという心の姿勢を養うことについて著述した（第三号）。
・「ホテル業界のホスピタリティにあふれた接客の例」として，外国からのお客さまに対しては,それぞれの国の習慣，慣習に配慮したおもてなしをおこなうことについて著述し，他国を尊重することに対する理解を深めることができるよう配慮した（第五号）。
	・22～25ページ
・37ページ
・37ページコラム


	第3章
「経済と流通」
	・環境の保全が企業の社会的責任であることを著述し，容器包装リサイクルについても著述した（第四号）。
・環境を考慮した自動車輸送の輸送手段として電気自動車やハイブリット車への切り替えが急がれていることを著述した（第四号）。
・環境負荷軽減をはかるモーダルシフトについて図解で説明した（第四号）。
	・72ページ19行目～73ページ4行目
・76ページ15行目～18行目
・77ページ図版

	第4章
「企業活動」
	・企業の社会的責任（CSR）について，社会的信頼の観点から著述した（第三号）。
・性別を理由とする雇用の差別を禁止する男女雇用機会均等法について著述した(第三号)。
	・142ページ2行目～15行目
・142ページ19行目～20行目

	第5章
「身近な地域のビジネス」
	・地域おこしに貢献する自動車メーカーが，地球温暖化防止に取り組み，「低炭素社会」「循環型社会」「自然共生社会」の構築をめざすビジネスをおこなっている例を示した（第四号）。
・身近な地域のビジネスにはどのようなものがあるか，衣食住に着目して考えることを促し，ビジネスと生活との関連性について理解を深めることができるよう配慮した（第二号）。
・異なる文化的背景をもつさまざまな人が共生する多文化共生について著述し，自国の文化とともに他国の文化を尊重することについて理解を深められるよう配慮した（第五号）。
・地域のビジネスを振興するために，地域の住民との共生や自然環境との調和をはかり，持続可能なビジネスを創造していくことの重要性について著述した（第四号）。
・「地域資源と住民の結びつきによる地域ビジネス」として香川県直島町を例に挙げ，地域住民や作家，観光客などさまざまな人の協力や交流が地域の活性化につながったことを示した（第三号）。
	・150ページ11行目～13行目
・151ページキャラクター吹き出し
・154ページ18行目～155ページ3行目
・157ページ2行目～4行目
・159ページ2行目～9行目

	第6章
「取引とビジネス計算」
	・ポンド紙幣，ユーロ紙幣の写真を掲載するとともに，日本・アメリカ・EU・イギリス・中国の通貨単位・記号・補助通貨単位について示し，国際社会への理解が促進できるようにした（第五号）。

	・191ページ


	口絵ⅷ・ⅸ・ⅹ
	・口絵ⅸ，ⅹ「地域連携と地域ビジネス」として日本各地のさまざまなビジネスを紹介し，地球環境へ配慮したビジネスや，地域の伝統・文化によるビジネス，他国の文化を尊重し協力することにより成り立つビジネスなどについて理解が深まるように配慮した（第四号，第五号）。
	・口絵ⅸ，ⅹ




3. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

「社会において果たさなければならない使命の自覚に基づき，個性に応じて将来の進路を決定させ，一般的な教養を高め，専門的な知識，技術及び技能を習得させること」（学校教育法第51条第2号）の観点から，第1章「商業の学習とビジネス」では特に，ビジネスに関する理論と知識の習得と同時に，ビジネスに関する技術の習得についても記述した。また，将来の進路について考えることができるよう，7ページでは商業の学習分野と該当科目，職業との関連性について図で示した。

